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１ 【提出理由】 

連結会社の財政状態及び経営成績に著しい影響を与える事象が発生いたしましたので、証券取引法

第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号の規定に基づき報告

致します。 

 

２ 【報告内容】 

(１)当該事象の発生年月日 

平成18年11月24日 

 

(２)当該事象の内容 

当社連結子会社のインペックス西豪州ブラウズ石油株式会社は、同社が探鉱事業を推進して

おります西豪州WA-285-P鉱区の権益（参加権益100%）のうち24%をTOTAL E&P Australia社に譲渡

することで合意しておりますが、オーストラリア政府当局の承認が得られ、平成18年11月24日付

で当該譲渡が完了したことから、報告させていただくものです。 

 

(３)当該事象の連結損益に与える影響額 

平成19年3月期の通期連結決算において、税金等調整前当期純利益は約330億円増加する見込

です。 

なお、下期に新規の大型探鉱投資を計画しており、上記影響額に相当する程度の探鉱費の増

加が見込まれます。従って、当社及び当社の親会社である国際石油開発帝石ホールディングス株

式会社の通期業績には大きな影響はない見通しであります。 
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